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市
政
の
動
き

　
9
月
定
例
会
報
告

市
長
総
括
説
明
から

　

9
月
1
日
、
平
成
29
年
第
5
回

市
議
会
定
例
会
が
開
会
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
①
九
州
北
部
豪
雨
被

災
地（
福
岡
県
朝
倉
市
）に
職
員
を

派
遣
し
た
こ
と
②
コ
ウ
ノ
ト
リ
育

む
お
米
の
海
外
販
路
拡
大
状
況

̶

を
報
告
し
た
後
、
当
面
す
る
市
政

の
諸
課
題
な
ら
び
に
提
出
議
案
の

主
な
も
の
を
説
明
し
ま
し
た
。
そ

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
安
全
に
安
心
し
て

　
　
　
　
　
　
　
暮
ら
せ
る
ま
ち

○
但
東
歯
科
診
療
所
の
整
備

　

但
東
歯
科
診
療
所
は
、
昭
和
48

年
8
月
に
、
旧
但
東
町
に
よ
っ
て

公
設
民
営
方
式
で
開
設
さ
れ
ま
し

た
が
、
平
成
26
年
4
月
か
ら
は
閉

鎖
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
城
崎
の
歯
科
医
か

ら
、
週
2
日
程
度
な
ら
但
東
で
の

診
療
を
引
き
受
け
て
も
良
い
と
の

意
思
表
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
に
但
東
区
長
協

議
会
が
、全
戸
を
対
象
に
実
施
し

た
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、但
東

歯
科
診
療
所
が
再
開
し
た
場
合
、

37
･
5
％
の
人
が
利
用
す
る
と
の

回
答
が
あ
り
、週
2
日
程
度
の
診

療
で
あ
れ
ば
運
営
収
支
が
均
衡
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、診
療

所
を
再
開
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

現
施
設
は
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
た
め
、
新
た
に
但
東
市
民
セ
ン

タ
ー
和
室
を
改
修
す
る
こ
と
と
し
、

今
議
会
に
実
施
設
計
に
係
る
補
正

予
算
を
提
出
し
て
い
ま
す
。
平
成

30
年
8
月
の
開
院
を
目
指
し
ま
す
。

■
持
続
可
能
な「
力
」を

　
　
　
　
　
　
　
　
高
め
る
ま
ち

○
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
運
営
状
況

　

有
楽
町（
東
京
都
）の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
恵
み

豊
岡
」は
、
開
設
か
ら
6
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
6
年
目
の
総
売
上

額
は
4
0
0
3
万
円
で
、
店
舗

面
積
1
坪
当
た
り
の
売
上
げ
が

1
千
万
円
を
超
え
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
こ
3
年
間
の
総
売

上
額
は
、
4
千
万
円
前
後
で
推
移

し
、
や
や
頭
打
ち
の
状
況
の
た
め
、

運
営
事
業
者
に
お
い
て
主
力
商
品

の
開
発
や
、
魅
力
的
な
売
り
場
の

レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
の
検
討
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

市
も
運
営
事
業
者
と
協
働
し
な

が
ら
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
拠

点
と
し
た
情
報
発
信
機
能
の
強
化

を
図
り
ま
す
。

○
外
国
人
観
光
客
の
動
向
等

　

今
年
の
第
2
四
半
期（
4
〜

6
月
）
の
外
国
人
宿
泊
客
は

1
万
3
0
9
0
人（
対
前
年
同
期

8
･
8
％
増
）。
上
半
期
の
合
計

で
は
2
万
5
4
4
6
人（
対
前
年

同
期
12
･
7
％
増
）で
、
引
き
続

き
堅
調
に
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、

伸
び
は
や
や
純
化
し
て
い
ま
す
。

　

第
2
四
半
期
の
地
域
別
で
は
、

城
崎
地
域
が
1
万
2
2
4
0
人

（
市
全
体
の
9
割
強
）、
次
い
で
豊

岡
地
域
が
5
6
0
人
、
竹
野
地
域

が
1
7
9
人
。
国
別
の
人
数
が
把

握
で
き
る
城
崎
地
域
の
前
年
同
期

比
で
は
、
タ
イ
が
48
･
6
％
増
、

台
湾
が
35
･
8
％
増
、
フ
ラ
ン
ス

が
29
･
3
％
増
と
高
い
伸
び
を
示

す
一
方
、
中
国
が
16
･
5
％
減
、

韓
国
が
4
･
6
％
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
本
市
の
誘
客
タ
ー

ゲ
ッ
ト
の
欧
米
豪
は
5
1
9
5
人

で
23
･
3
％
の
増
と
順
調
に
増
加

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
、

欧
米
豪
の
個
人
旅
行
者
を
メ
イ
ン

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
取
組
み
を
進
め
る

と
と
も
に
、
城
崎
以
外
の
地
域
へ

と
市
内
延
泊
を
導
い
て
い
く
た
め

の
誘
客
促
進
を
進
め
ま
す
。

○
外
国
語
版
W
E
B
サ
イ
ト
改
修

　
　
お
よ
び
外
国
人
観
光
客
案
内

　
　
　
　
　
　
　
サ
イ
ン
の
設
置

　

昨
年
度
実
施
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
受
入
体
制
整
備
調
査
の
報
告
結

果
で
、
城
崎
温
泉
以
外
の
観
光
地

情
報
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
や
、
外

国
人
観
光
客
に
対
応
し
た
適
度
な

案
内
サ
イ
ン
の
整
備
な
ど
が
急
務

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

つ
い
て
は
、
本
市
の
外
国
語

版
W
E
B
サ
イ
ト「
V
i
s
i
t 

K
i
n
o
s
a
k
i
」を
拡
充
す

る
と
と
も
に
、
外
国
人
観
光
客
が

市
内
周
遊
時
に
不
便
な
く
観
光
地

を
訪
問
で
き
る
よ
う
英
語
表
記
に

よ
る
案
内
サ
イ
ン
を
整
備
し
ま
す
。

　

今
議
会
に
こ
の
事
業
に
必
要
な

補
正
予
算
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

○「
神
鍋
高
原
線
上
限
2
0
0
円

　
　
　 

バ
ス
」次
期
運
行
計
画
等

　

神
鍋
高
原
線
の「
上
限
2
0
0

円
」は
、
平
成
23
年
度
か
ら
3
カ

年
の
社
会
実
験
で
、
大
幅
な
利
用

者
数
の
増
加
な
ど
一
定
の
効
果
が

あ
っ
た
た
め
、
引
き
続
き
1
期
3

年
間
の
活
性
化
運
行
を
実
施
し
ま

し
た
。
今
年
9
月
末
で
活
性
化
運

行
期
間
が
終
了
す
る
た
め
、
地
元

お
よ
び
関
係
機
関
で
利
用
実
績
等

の
検
証
や
分
析
を
行
い
、
10
月
以

降
の
運
行
計
画
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

次
期
運
行
計
画
で
は「
神
鍋
線

乗
っ
て
守
ろ
う
〝
協
働
運
行
〞」を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
従
来
定

め
た
年
間
利
用
者
目
標
12
万
1
千

人
を
目
指
し「
上
限
2
0
0
円
バ

ス
」を
継
続
し
ま
す
。

○
若
い
女
性
の
U
I
タ
ー
ン

　
　
増
加
策
に
向
け
た
調
査
事
業

　

2
0
1
5
年
国
勢
調
査
結
果
を

踏
ま
え
た
分
析
で
は
、
若
者
回
復

率（
10
歳
代
で
失
わ
れ
る
人
口
の

20
歳
代
の
転
入
超
過
に
よ
る
回

復
率
）は
39
･
5
％
で
、
前
回
の

34
･
2
％
よ
り
5
･
3
ポ
イ
ン
ト

増
加
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
男
女

別
で
は
、
男
性
の
若
者
回
復
率
は

52
･
1
％（
前
回
よ
り
17
･
4
ポ

イ
ン
ト
増
）に
対
し
、
女
性
の
若

者
回
復
率
は
26
･
7
％（
前
回
よ

り
6
･
7
ポ
イ
ン
ト
減
）で
、
女

性
は
男
性
の
若
者
回
復
率
の
約
半

分
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た

め
、
と
り
わ
け
女
性
の
若
者
回
復

率
向
上
を
地
方
創
生
の
重
要
課
題

と
し
て
、
都
市
部
に
住
む
豊
岡
出

身
の
20
代
女
性
の
U
タ
ー
ン
に
関

す
る
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

今
議
会
に
こ
の
事
業
に
必
要
な

補
正
予
算
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

○
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
･
ク
リ
エ
ー
タ
ー

　
移
住
推
進
策
の
可
能
性
の
検
討

　

本
市
で
は
、
一
流
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
や
ク
リ
エ
ー
タ
ー
と
の
強
い

つ
な
が
り
に
よ
り
、
全
国
で
も
先

導
的
な
取
組
み
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
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ホ
ー
ル
と
し
て
の
機
能
を
回
復
す

る
た
め
に
は
約
16
億
円
の
投
資
が

必
要
で
、
さ
ら
に
、
20
年
後
に
は
、

躯
体
の
改
修
も
約
18
億
円
の
再
投

資
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。

　

検
討
の
結
果
①
合
併
特
例
が
平

成
33
年
度
か
ら
な
く
な
り
財
政
的

負
担
が
大
き
い
こ
と
②
市
の
公
共

施
設
再
編
計
画
の
と
お
り
、
ひ
ぼ

こ
ホ
ー
ル
の
大
ホ
ー
ル
、
市
民
会

館
大
ホ
ー
ル
の
利
用
率
が
共
に
低

い
状
況
で
将
来
的
に
施
設
の
統
廃

合
等
が
不
可
避
に
な
る
こ
と
③
有

利
な
財
源
が
見
込
め
な
い
こ
と

̶

な
ど
か
ら
大
規
模
な
改
修
･
整
備

を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
の
結

論
に
至
り
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
廃
止
時
期
や
利
用
頻

度
が
比
較
的
高
い
小
ホ
ー
ル
機
能

の
確
保
の
是
非
、
跡
地
利
用
な
ど

は
、
で
き
る
限
り
早
く
結
論
を
出

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
出
石
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
野
球
場
用
地
の
未
登
記
物
件
に

　
　
　
　
　
　
係
る
訴
え
の
提
起

　

5
月
2
日
、
野
球
場
用
地
の
未

登
記
物
件
の
相
続
人
に
対
し
、
時

効
取
得
を
原
因
と
す
る
所
有
権
移

転
登
記
手
続
き
を
求
め
提
訴
し
、

7
月
12
日
、
市
の
請
求
通
り
の
判

決
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
受
け
て
、
所
有
権
移
転

登
記
手
続
き
の
準
備
を
進
め
て
い

た
と
こ
ろ
、
相
続
人
に
漏
れ
が
判

明
し
た
た
め
、
漏
れ
の
あ
っ
た
相

続
人
を
相
手
に
、
再
度
訴
え
の
提

起
を
行
い
ま
す
。
今
議
会
中
に
、

こ
の
訴
え
の
提
起
に
係
る
議
案
を

追
加
で
提
出
し
ま
す
。

○
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進

　

地
区
公
民
館
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
へ
移
行
し
て
約
半
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。
各
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
組
織
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
み

や
、
地
区
を
元
気
に
す
る
取
組
み

な
ど
、
各
組
織
と
も
手
探
り
状
態

で
は
あ
り
ま
す
が
、
着
実
に
事
業

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
と
し

て
も
連
絡
会
や
意
見
交
換
会
な
ど

で
お
互
い
の
情
報
を
知
る
機
会
や
、

外
部
有
識
者
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
る
機
会
を
設
け
る
な
ど
、
引

き
続
き
支
援
を
行
い
ま
す
。

《
市
政
の
運
営
》

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
豊
岡
寄
付
金
の

　
　
　
　
　
　
　
寄
付
窓
口
拡
大

　

年
々
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
導
入

す
る
自
治
体
は
増
加
し
て
、
寄
付

金
獲
得
を
巡
る
競
争
が
全
国
的
に

激
化
し
て
い
る
中
で
、
本
市
へ
の

寄
付
金
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
寄
付
金
額
の
増
加
に
つ

な
げ
る
た
め
、
現
在
の
寄
付
窓
口

に「
楽
天
ふ
る
さ
と
納
税
」を
加
え

11
月
か
ら
募
集
を
開
始
し
ま
す
。

　

今
議
会
に
こ
の
事
業
に
必
要
な

補
正
予
算
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
事
業
者
の
協
力
で
、

謝
礼
品
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

○
定
住
自
立
圏
構
想
に
お
け
る

　
　
　
　
圏
域
形
成
協
定
の
変
更

　

平
成
24
年
度
か
ら
国
の「
定
住

自
立
圏
構
想
推
進
要
綱
」に
基
づ

き
、
本
市
と
但
馬
2
市
2
町
が
形

成
協
定
を
締
結
し
た
上
で
、
具
体

的
な
取
組
み
を
定
め
た
定
住
自
立

圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
て
い

ま
す
。
こ
の
た
び
、
但
馬
地
域
に

お
け
る
人
口
減
少
対
策
の
一
環
と

し
て
、
新
た
に「
専
門
職
大
学
の

誘
致
」に
係
る
項
目
を
協
定
に
追

加
し
、
協
定
内
容
の
変
更
を
行
い

ま
す
。
専
門
職
大
学
は
、
平
成
29

年
5
月
に
学
校
教
育
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
が
成
立
し
、
近
々

設
置
基
準
が
制
定
さ
れ
る
見
込
み

で
す
。
こ
れ
を
受
け
、
但
馬
圏
域

の
自
治
体
が
誘
致
に
係
る
協
定
を

締
結
し
、
県
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
誘
致
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
協
定
に
あ
っ
た
こ
う
の

と
り
周
産
期
医
療
セ
ン
タ
ー
お
よ

び
北
但
ご
み
処
理
施
設
は
、
施
設

整
備
が
完
了
し
た
た
め
、
今
後
の

両
施
設
の
運
営
に
対
す
る
取
組
み

の
充
実
を
図
る
修
正
を
行
い
ま
す
。

　

今
議
会
に
こ
れ
ら
の
協
定
変
更

に
係
る
議
案
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
付
状
況

　

本
市
で
の
申
請
枚
数
は
、
7
月

末
現
在
で
7
4
4
3
枚
。
住
民
基

本
台
帳
人
口
8
万
3
9
3
6
人
に

対
し
て
8
･
87
％
と
県
内
で
は
41

市
町
中
36
位
で
す
。
つ
い
て
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
に
向

け
さ
ら
な
る
周
知
･
広
報
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
来
年
度
以
降
、
本

人
か
ら
の
申
出
に
よ
り
住
民
票
や

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
に
、

過
去
に
使
用
し
た
戸
籍
上
の
氏
の

記
載
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
改
修
は
、
今
年

度
中
に
限
り
国
庫
補
助
対
象
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
議
会
に

改
修
に
係
る
補
正
予
算
を
提
出
し

て
い
ま
す
。

○
市
参
与
の
設
置

　

現
副
市
長
の
真
野 

毅
氏
は
9

月
14
日
で
任
期
満
了
と
な
り
ま
す

が
、
10
月
1
日
か
ら
非
常
勤
の
市

参
与
と
し
て
任
命
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

今
議
会
に
、
市
参
与
設
置
に
係

る
補
正
予
算
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

シ
ョ
ン
教
育
が
ス
タ
ー
ト
し
、
ま

た
、
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

や
出
石
永
楽
館
な
ど
の
取
組
み
の

情
報
発
信
が
飛
躍
的
に
進
む
な
ど
、

ま
ち
の
魅
力
と
そ
の
発
信
力
が
向

上
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
進
ん
で
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
な
ど
が
市
内
に
移
住
あ
る
い
は

し
ば
し
ば
訪
れ
て
ま
ち
づ
く
り
に

関
わ
る
よ
う
に
な
れ
ば「
セ
ン
ス

の
良
い
ま
ち
」「
創
造
的
で
面
白
い

ま
ち
」「
多
様
な
人
･
物
･
事
を
受

け
入
れ
る
リ
ベ
ラ
ル
な
ま
ち
」の

創
造
が
加
速
さ
れ
、
U
I
タ
ー
ン

を
す
る
若
者
の
増
加
に
つ
な
が
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

そ
の
移
住
促
進
策
の
可
能
性
に
つ

い
て
検
討
し
ま
す
。

■
人
生
を
楽
し
み

　
　
　
お
互
い
を
支
え
合
う
ま
ち

○
出
石
文
化
会
館
の
改
修
等

　

出
石
文
化
会
館
ひ
ぼ
こ
ホ
ー
ル

は
、
開
館
か
ら
23
年
が
経
過
し
、

舞
台
設
備
等
の
老
朽
化
に
加
え
て
、

屋
根
部
材
が
落
下
す
る
な
ど
、
人

的
被
害
の
恐
れ
も
出
て
き
た
た
め
、

専
門
家
に
よ
る
老
朽
度
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
調
査
に
よ
る
と
電

気
･
機
械
設
備
、
舞
台
機
構
、
音

響
･
照
明
等
が
既
に
更
新
時
期
を

迎
え
て
い
る
他
、
屋
根
、
外
壁

な
ど
の
劣
化
が
相
当
進
ん
で
お
り
、


